
 
盗
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特
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金
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製
物
品
の
処
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の
防
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等
に
関
す
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法
律　
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○　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

１

○　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
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律
第
六
十
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

６



 
○　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

 
（
現
行
規
定
は
、
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　

正　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
上
陸
の
拒
否
）

（
上
陸
の
拒
否
）

第
五
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
は
、
本
邦
に
上
陸
す
る

第
五
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
は
、
本
邦
に
上
陸
す
る

 
 

こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
。

 
 

一
～
九　

（
略
）

一
～
九　

（
略
）

九
の
二　

別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
し
て
い
る

九
の
二　

別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
し
て
い
る

間
に
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十

間
に
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十

六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章

六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章

、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は

、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は

第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
大
正
十
五
年
法

第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
大
正
十
五
年
法

律
第
六
十
号
）
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第

律
第
六
十
号
）
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第

二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、

二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、

盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
年
法
律
第
九
号
）
の

盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
年
法
律
第
九
号
）
の

罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
第
六
十
五
号
）
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の
運
転

律
第
六
十
五
号
）
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車
の
運

に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難

五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り

特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第

拘
禁
刑
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
を
受
け
た
者
で
、
そ
の
後
出
国
し
て
本
邦

　
　
　

号
）
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑
に
処
す
る
判
決
の
宣
告
を

外
に
あ
る
間
に
そ
の
判
決
が
確
定
し
、
確
定
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て

 

受
け
た
者
で
、
そ
の
後
出
国
し
て
本
邦
外
に
あ
る
間
に
そ
の
判
決
が
確
定

い
な
い
も
の



 
 

し
、
確
定
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

 
 

十
～
十
四　

（
略
）

十
～
十
四　

（
略
）

２　

（
略
）

２　

（
略
）

 
 

（
退
去
強
制
）

（
退
去
強
制
）

第
二
十
四
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
次

第
二
十
四
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
次

章
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り
本
邦
か
ら
の
退
去
を
強
制
し
、
又
は
第
五
十
五

章
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り
本
邦
か
ら
の
退
去
を
強
制
し
、
又
は
第
五
十
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
本
邦
か
ら
退
去
さ
せ
る
こ
と
が

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
本
邦
か
ら
退
去
さ
せ
る
こ
と
が

 
 

で
き
る
。

で
き
る
。

 
 

一
～
四　

（
略
）

一
～
四　

（
略
）

四
の
二　

別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
、
刑
法

四
の
二　

別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
、
刑
法

第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第

第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第

二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章

二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章

、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す

、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す

る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二

る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二

十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等

十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等

の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止

の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止

等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の
運
転

等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車
の
運

に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く

転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し

 

は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難
特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に

く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の

 
 

関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の

四
の
三
～
十　

（
略
）

四
の
三
～
十　

（
略
）

 
 

（
出
国
命
令
）

（
出
国
命
令
）



第
二
十
四
条
の
三　

第
二
十
四
条
第
二
号
の
四
、
第
四
号
ロ
又
は
第
六
号
か
ら

第
二
十
四
条
の
三　

第
二
十
四
条
第
二
号
の
四
、
第
四
号
ロ
又
は
第
六
号
か
ら

第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
（
以
下
「
出
国
命
令
対
象
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

該
当
す
る
も
の
（
以
下
「
出
国
命
令
対
象
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
及
び
第
五
章

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
及
び
第
五
章

 
 

の
三
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り
、
出
国
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

の
三
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り
、
出
国
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
・
二　

（
略
）

一
・
二　

（
略
）

三　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十

三　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十

九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難
特
定
金

罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑

 

属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘

に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

 
 

禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

四
・
五　

（
略
）

四
・
五　

（
略
）

 
 

（
在
留
資
格
に
係
る
許
可
）

（
在
留
資
格
に
係
る
許
可
）

第
六
十
一
条
の
二
の
二　

法
務
大
臣
は
、
難
民
の
認
定
又
は
補
完
的
保
護
対
象

第
六
十
一
条
の
二
の
二　

法
務
大
臣
は
、
難
民
の
認
定
又
は
補
完
的
保
護
対
象

者
の
認
定
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
を
し

者
の
認
定
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
を
し

た
外
国
人
が
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
（
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
の
上
欄

た
外
国
人
が
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
（
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
の
上
欄

の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
す
る
者
、
一
時
庇
護
の
た
め
の
上
陸
の

の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
す
る
者
、
一
時
庇
護
の
た
め
の
上
陸
の

ひ

ひ

許
可
を
受
け
た
者
で
当
該
許
可
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い

許
可
を
受
け
た
者
で
当
該
許
可
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い



も
の
及
び
特
別
永
住
者
以
外
の
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は

も
の
及
び
特
別
永
住
者
以
外
の
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は

、
当
該
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

、
当
該
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
を
除
き
、
そ
の
者
に
定
住
者
の
在
留
資
格
の
取
得
を
許
可
す
る
も
の
と
す

合
を
除
き
、
そ
の
者
に
定
住
者
の
在
留
資
格
の
取
得
を
許
可
す
る
も
の
と
す

 
 

る
。

る
。

 
 

一　

（
略
）

一　

（
略
）

二　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十

二　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十

九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難
特
定
金

罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑

 

属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘

に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

 
 

禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

２
～
４　

（
略
）

２
～
４　

（
略
）

 
 

（
仮
滞
在
の
許
可
）

（
仮
滞
在
の
許
可
）

第
六
十
一
条
の
二
の
四　

法
務
大
臣
は
、
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
か
ら
第
六

第
六
十
一
条
の
二
の
四　

法
務
大
臣
は
、
在
留
資
格
未
取
得
外
国
人
か
ら
第
六

十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
在
留
資

十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
在
留
資

格
未
取
得
外
国
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
そ

格
未
取
得
外
国
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
そ

 
 

の
者
に
仮
に
本
邦
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

の
者
に
仮
に
本
邦
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
～
七　

（
略
）

一
～
七　

（
略
）

八　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十

八　

本
邦
に
入
つ
た
後
に
、
刑
法
第
二
編
第
十
二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十



九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章
、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三
十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十
二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第

十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難
特
定
金

罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑

 

属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘

に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

 
 

禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

 
 

九
・
十　

（
略
）

九
・
十　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）

２
～
５　

（
略
）



○　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律

 
第
六
十
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改　
　
　

正　
　
　

案

現　
　
　
　
　
　
　

行

 
 

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
改
正
）

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

第
一
条　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

 
 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 
 

（
略
）

（
略
）

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十

一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る

一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る

 
 

。

。

 
 

八　

（
略
）

八　

（
略
）

九　

永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
が
、
刑
法
第
二
編
第
十

九　

永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
が
、
刑
法
第
二
編
第
十

二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章

二
章
、
第
十
六
章
か
ら
第
十
九
章
ま
で
、
第
二
十
三
章
、
第
二
十
六
章

、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三

、
第
二
十
七
章
、
第
三
十
一
章
、
第
三
十
三
章
、
第
三
十
六
章
、
第
三

十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法

十
七
章
若
し
く
は
第
三
十
九
章
の
罪
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法

律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十

律
第
一
条
、
第
一
条
ノ
二
若
し
く
は
第
一
条
ノ
三
（
刑
法
第
二
百
二
十

二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等

二
条
又
は
第
二
百
六
十
一
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
、
盗
犯
等

の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁

の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
罪
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁

止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
、
自
動
車
の

止
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
若
し
く
は
第
十
六
条
の
罪
又
は
自
動
車

運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条

の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二

若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
盗
難
特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の

条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と

 

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
罪
に
よ
り
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ

。



 
 

た
こ
と
。

（
略
）

（
略
）


